
 1 

２
０
２
２
年
度 

第
１
回 

全
国
有
名
国
公
私
大
模
試 

国
語
採
点
基
準 

 

１ 

文
（
文
章
）
で
解
答
す
る
設
問
の
答
案
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ａ
項
の
加
点
要
素
の
合
計
か
ら
次
の
Ｂ
項
・
Ｃ
項
の
減
点
要
素
の
合

計
を
引
い
た
得
点
を
そ
の
設
問
の
得
点
と
し
ま
す
。
た
だ
し
最
低
点
は
０
点
と
し
マ
イ
ナ
ス
の
得
点
は
つ
け
ま
せ
ん
。 

Ａ 

ａ 

以
下
の
採
点
基
準
で
は
、
模
範
解
答
を
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
割
し
加
点
要
素
と
し
ま
す
。
答
案
中
に
そ
の
加
点
要
素
に
相

当
す
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
を
与
え
ま
す
。 

ｂ 

あ
る
加
点
要
素
は
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
と
え
ば
５
点
配

点
さ
れ
た
加
点
要
素
で
あ
れ
ば
５
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
加
点
要
素
中
の
部
分
点
を

認
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
採
点
基
準
の
中
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｃ 

あ
る
要
素
に
加
点
す
る
か
否
か
が
、
他
の
要
素
と
無
関
係
に
決
ま
る
場
合
と
、
他
の
要
素
と
の
関
係
で
決
ま
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
前
者
の
場
合
は
、
そ
の
要
素
を
単
独
採
点
（
独
立
採
点
）
す
る
と
言
い
そ
の
旨
必
ず
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
の
場

合
は
、
他
の
要
素
と
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
採
点
基
準
で
具
体
的
に
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｄ 

解
答
通
り
と
い
う
条
件
が
あ
る
場
合
は
い
か
な
る
部
分
点
も
認
め
ま
せ
ん
。 

Ｂ 

ａ 

答
案
中
に
大
き
な
誤
読
と
判
定
さ
れ
る
内
容
（
語
句
）
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
（
語
句
）
を
減
点
要
素
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

ｂ 

加
点
要
素
で
も
減
点
要
素
で
も
な
い
部
分
も
あ
り
え
ま
す
。
そ
の
部
分
は
加
点
も
減
点
も
し
ま
せ
ん
。 

Ｃ 次
に
該
当
す
る
も
の
は
、
答
案
の
形
式
上
の
不
備
と
し
て
、
一
箇
所
に
つ
き
１
点
の
減
点
要
素
と
し
ま
す
。 

ａ 

誤
字
。
漢
字
な
ど
の
文
字
の
明
ら
か
な
誤
り
は
誤
字
と
し
ま
す
。 

ｂ 

脱
字
。 

ｃ 

文
末
の
句
点
の
脱
落
。 

※
字
数
指
定
の
な
い
場
合
、
句
点
の
脱
落
は
誤
字
と
し
１
点
の
減
点
と
し
ま
す
。 

ｄ 

そ
の
他
不
適
切
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
箇
所
。 

ｅ 

不
適
切
な
文
末
処
理
。
設
問
の
問
い
方
に
対
応
し
て
い
な
い
形
で
答
案
の
文
末
を
結
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
適
切
な
文
末
処

理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
に
よ
る
減
点
要
素
と
し
ま
す
。
た
と
え
ば
「
…
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と

い
う
問
い
に
体
言
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
は
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
し
ま
す
。

ま
た
、
理
由
が
問
わ
れ
て
い
る
の
に
、「
か
ら
」「
の
で
」
な
ど
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
も
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
見
ま
す
。 

※
た
だ
し
、「
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
の
表
現
も
「
こ
と
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と

見
ま
す
。
ま
た
、「
か
ら
で
あ
る
。」
な
ど
の
表
現
も
「
か
ら
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ

て
い
る
と
見
ま
す
。
ま
た
文
末
の
表
現
を
問
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

日
本
語
の
表
現
と
し
て
不
適
切
な
も
の
は
程
度
に
応
じ
て
減
点
し
ま
す
。 

 

３ 

次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
部
分
点
の
要
素
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ａ 

答
案
が
解
答
欄
の
欄
外
に
は
み
出
し
て
い
る
も
の
。 

ｂ 

一
行
の
解
答
欄
に
二
行
以
上
書
い
た
場
合
も
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ｃ 

字
数
指
定
の
あ
る
設
問
で
、
字
数
を
オ
ー
バ
ー
し
た
も
の
。 

ｄ 

答
案
の
文
章
が
最
後
ま
で
完
結
し
て
い
な
い
も
の
。 

 ４ 

古
文
あ
る
い
は
漢
文
の
訳
を
記
述
す
る
設
問
の
場
合
も
以
上
に
準
じ
ま
す
が
、
文
末
の
句
点
や
文
末
の
処
理
あ
る
い
は
答
案
の
完

結
に
こ
だ
わ
ら
な
く
と
も
よ
い
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 



２
０
２
２
年
第
一
回
５
月 

全
国
有
名
国
公
私
大
模
試 

採
点
基
準 

【
50
点
満
点
】 

  

問
一 

Ｘ
＝
ニ 

 
Ｙ
＝
イ 

 
 
 
 
 
 
 
 

【
解
答
通
り
】［
４
点×

２
］ 

  

問
二 

啄
木
は
な
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
解
答
通
り
】［
５
点
］ 

    

問
三 

自
宅
の
広
く
は
な
い
庭
で
、
い
ぬ
ア
カ
シ
ア
の
木
の
下
に
テ
ー
ブ
ル
と
腰
掛
け
を
置
き
、
そ
こ
で
読

み
書
き
を
し
て
す
ご
し
た
い
。（
49
字
）［
８
点
］  

Ａ 

自
宅
の
広
く
は
な
い
庭
で
（
２
点
） 

 
 

※
「
自
宅
の
」
の
要
素
が
な
い
場
合
は
減
点
１
点
。 

Ｂ 

い
ぬ
ア
カ
シ
ア
の
木
の
下
で
（
２
点
） 

 
 

※
「
木
」
が
な
く
「
い
ぬ
ア
カ
シ
ア
の
下
で
」
も
可
。 

Ｃ 

テ
ー
ブ
ル
と
腰
掛
を
置
き
、（
２
点
） 

 
 

※
「
テ
ー
ブ
ル
」
で
１
点
。「
腰
掛
」
で
１
点
。 

Ｄ 

そ
こ
で
読
み
書
き
を
し
て
す
ご
し
た
い
。（
２
点
） 

 
 

※
「
そ
こ
で
」
は
無
く
て
も
可
。 

   
 



 
問
四 
ニ 

 
 

【
解
答
通
り
】［
５
点
］ 

 
 
 

 

問
五 

勉
強
す
る
こ
と
は
喜
び
で
あ
り
、
勉
強
こ
そ
青
春
で
あ
り
人
生
だ
と
い
う
言
葉
は
、
今
の
年
に
な
っ

て
つ
く
づ
く
と
重
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
息
子
へ
の
贐
と
す
る
言
葉
で
あ
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
今
の
自
分
に
も
向
け
ら
れ
る
べ
き
言
葉
だ
か
ら
。（
98
字
）［
10
点
］ 

 

Ａ 

勉
強
す
る
こ
と
は
喜
び
で
あ
り
、
勉
強
こ
そ
青
春
で
あ
り
人
生
だ
と
い
う
言
葉
は
、（
３
点
） 

 

 
 

※
①
「
喜
び
」、
②
「
青
春
」、
③
「
人
生
」、
そ
れ
ぞ
れ
１
点
と
す
る
。 

Ｂ 

今
の
年
に
な
っ
て
つ
く
づ
く
と
重
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、（
３
点
） 

 
 

※
①
「
今
の
年
に
な
っ
て
」、
②
「
重
味
を
も
っ
て
い
る
」、
③
「
わ
か
り
」、
そ
れ
ぞ
れ
１
点
と
す
る
が
、
③
は
②

が
な
け
れ
ば
無
得
点
。 

Ｃ 

息
子
へ
の
贐
と
す
る
言
葉
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、（
２
点
） 

 

※
「
贐
と
す
る
言
葉
」
が
な
け
れ
ば
無
得
点
。 

Ｄ 

今
の
自
分
に
も
向
け
ら
れ
る
べ
き
言
葉
だ
か
ら
。（
２
点
） 

※
①
「
今
の
自
分
に
も
」、
②
「
向
け
ら
れ
る
べ
き
言
葉
」、
両
方
伴
っ
て
２
点
。 

    

問
六 

ロ
・
ヘ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
解
答
通
り
】［
５
点×

２
］ 

 

問
七 

⑴ 

ニ 
 

⑵ 

ロ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
解
答
通
り
】［
２
点×

２
］ 

   
 

 
 
 
 

  



大
問
二 

 

問
一 

 
 

基
準 
配
点
： 

２
点×

４ 

 ■

模
範
解
答 

※
解
答
例
通
り
（
漢
字
書
き
取
り
問
題
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 

１ 

精
緻 

 

２ 

早
計 

 

３ 

新
奇
性 

 

４ 

追
随 

              
 



大
問
二 

 

問
二 

 
 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｂ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｂ
不
可 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

基
準 

配
点
： 

８
点 

 ■

模
範
解
答 

 

  
 
 

Ａ 

 
 
 

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
の 

  
 
 

Ｂ 演
奏
。（
12
字
） 

  
 
 
 

■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

■

字
数
：
十
五
字
以
内 

七
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ 

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
の
：
４
点 

 
 

・（「
ス
タ
ジ
オ
」
に
対
す
る
）「
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ａ

加
点
な
し 

 
 

・
同
意
例
：
一
回
限
り
の 

 ■

要
素
Ｂ 

演
奏
：
４
点 

 
 

・
要
素
Ａ
で
行
わ
れ
る
「
演
奏
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し 

 
 
 

   
 



大
問
二 

 

問
三 

 
 

基
準 
配
点
： 

８
点 

 ■

模
範
解
答 

※
解
答
通
り
（
記
号
選
択
問
題
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

  
 

ホ 

             
 



大
問
二 

 

問
四 

 
 

基
準 
配
点
： 

６
点 

 ■

模
範
解
答 

※
解
答
通
り
（
記
号
選
択
問
題
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

  
 

ハ 

             
 



大
問
二 

 

問
五 

 
 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｄ
参
照
／
内
容
説
明
の
結
び
「
～
こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｄ
不
可 

  

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

基
準 

配
点
： 

12
点 

 ■

模
範
解
答 

 

 
 
 

 
 
 

Ａ 

 
 
 

フ
ァ
ン
・
メ
ー
ヘ
レ
ン
の
本
物
と
見
分
け
ら
れ
な
い
贋
作
は
、 

  
 
 

Ｂ 

 
 
 

芸
術
作
品
の
評
価
が
時
代
や
個
人
と
の
関
係
と
は
別
に
、 

  
 
 

Ｃ 自
由
で
自
分
本
位
の
も
の
で
あ
っ
て
い
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
、 

 

Ｄ そ
れ
は
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
生
産
活
動
の
意
義
を
問
い
直
す
も
の
で
も
あ
る
と
グ
ー
ル
ド
は
考

え
る
か
ら
。（
113
字
） 

 

       
 



■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

■

字
数
：
百
二
十
字
以
内 

五
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ 

フ
ァ
ン
・
メ
ー
ヘ
レ
ン
の
本
物
と
見
分
け
ら
れ
な
い
贋
作
は
：
３
点 

 
 

・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ヘ
レ
ン
の
作
品
の
性
質
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ａ
加
点
な
し 

 ■

要
素
Ｂ 

芸
術
作
品
の
評
価
が
時
代
や
個
人
と
の
関
係
と
は
別
に
：
３
点 

・
芸
術
が
そ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｂ

加
点
な
し 

・
時
代
、
個
人
、
ど
ち
ら
か
が
抜
け
て
い
た
ら
△
１
点 

 

■

要
素
Ｃ 

自
由
で
自
分
本
位
の
も
の
で
あ
っ
て
い
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
：
３
点 

・
グ
ー
ル
ド
が
考
え
る
芸
術
の
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｃ
加

点
な
し 

 
 
 

■

要
素
Ｄ 

そ
れ
は
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
生
産
活
動
の
意
義
を
問
い
直
す
も
の
で
も
あ
る
と
グ
ー
ル
ド
は

考
え
る
か
ら
：
３
点 

・
要
素
Ａ
か
ら
Ｃ
の
あ
り
方
が
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
音
楽
の
創
造
と
同
じ
意
味
を
持
つ
こ
と
に
つ

い
て
の
説
明
を
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｄ
加
点
な
し 

         
 



大
問
二 

 

問
六 

 
 

基
準 
配
点
： 

８
点 

 ■

模
範
解
答 

※
解
答
通
り
（
記
号
選
択
問
題
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

  
 

ロ 

        



★
２
０
２
２
年
度 

全
国
有
名
国
公
私
立
大
模
試 

第
１
回 

三
（
古
文
『
う
つ
ほ
物
語
』） 

採
点
基
準 

 

 

※ 
５
０
点 

  

問
一 

甲 

「
今
宵
」
の
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。
現
代
仮
名
遣
い
で
も
よ
い
。 

【
１
点
】 

  

［
正
解
］ 

こ
よ
ひ 

（
別
解 
こ
よ
い
） 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

【
１
点
】 

※
「
こ
よ
ひ
・
こ
よ
い
」
以
外
は×
。 

       
 



問
一 

乙 

「
思
」
の
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。
現
代
仮
名
遣
い
で
も
よ
い
。 

【
１
点
】 

  

［
正
解
］ 
お
ぼ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

【
１
点
】 

※
「
お
ぼ
」
以
外
は×

。
「
お
ぼ
し
」
は×

。 

        
 



問
一 

丙 

「
万
」
の
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
記
せ
。
現
代
仮
名
遣
い
で
も
よ
い
。
た
だ
し
、「
ま
ん
」
以
外
の
読
み
を
答
え
よ
。【
１

点
】 

  

［
正
解
］ 
よ
ろ
づ 

（
別
解 

よ
ろ
ず
） 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

【
１
点
】 

※
「
よ
ろ
づ
・
よ
ろ
ず
」
以
外
は×

。
「
ま
ん
」
は×

。 

        
 



問
二 

ⓐ 

二
重
傍
線
部
の
動
詞
に
つ
い
て
、
例
に
な
ら
っ
て
、
活
用
の
行
・
活
用
の
種
類
・
活
用
形
を
答
え
よ
。 

 

【
各
箇
所

１
点 
計
３
点
】 

  

［
正
解
］ 
Ａ
【
１
点
】
サ 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
【
１
点
】
変
格 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
【
１
点
】
連
用 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
【
１
点
】 

※
「
サ
」
以
外
は×

。 
「
さ
・
サ
変
・
サ
行
」
は×

。 

 

Ｂ
【
１
点
】 

※
「
変
格
」
以
外
は×

。
「
変
・
変
格
活
用
」
は×

。 

 

Ｃ
【
１
点
】 

※
「
連
用
」
以
外
は×

。
「
用
・
連
用
形
」
は×

。 

     
 



問
二 

ⓑ 

二
重
傍
線
部
の
動
詞
に
つ
い
て
、
例
に
な
ら
っ
て
、
活
用
の
行
・
活
用
の
種
類
・
活
用
形
を
答
え
よ
。 

 

【
各
箇
所

１
点 
計
３
点
】 

  

［
正
解
］ 
Ａ
【
１
点
】
マ 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
【
１
点
】
上
一
段 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
【
１
点
】
連
体 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
【
１
点
】 

※
「
マ
」
以
外
は×

。 
 

「
ま
・
マ
行
」
は×

。 

 

Ｂ
【
１
点
】 

※
「
上
一
段
」
以
外
は×

。
「
上
一
・
上
一
段
活
用
・
カ
ミ
イ
チ
・
か
み
い
ち
だ
ん
」
等
は×

。 

 

Ｃ
【
１
点
】 

※
「
連
体
」
以
外
は×

。 

「
体
・
連
体
形
」
は×

。 

        
 



問
二 

ⓒ 

二
重
傍
線
部
の
動
詞
に
つ
い
て
、
例
に
な
ら
っ
て
、
活
用
の
行
・
活
用
の
種
類
・
活
用
形
を
答
え
よ
。 

 

【
各
箇
所

１
点 
計
３
点
】 

  

［
正
解
］ 
Ａ
【
１
点
】
ヤ 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
【
１
点
】
下
二
段 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
【
１
点
】
未
然 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
【
１
点
】 

※
「
ヤ
」
以
外
は×

。 
 

「
や
・
ヤ
行
」
は×

。 

 

Ｂ
【
１
点
】 

※
「
下
二
段
」
以
外
は×

。
「
下
二
・
下
二
段
活
用
・
シ
モ
ニ
・
し
も
に
だ
ん
」
等
は×

。 

 

Ｃ
【
１
点
】 

※
「
未
然
」
以
外
は×

。 

「
未
・
未
然
形
」
は×

。 

      
 



問
三 

傍
線
部
イ
〜
ホ
の
敬
語
の
う
ち
、
謙
譲
語
で
あ
る
の
は
ど
れ
か
。
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

【
３
点
】 

  

［
正
解
］ 
ロ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

【
２
点
】 

※
「
ロ
」
以
外
は×

。
「
た
ま
へ
」
は×

。 

       
 



問
四 

ａ 

空
欄
に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
を
二
度
以
上
用

い
て
は
な
ら
な
い 

【
３
点
】 

  

［
正
解
］ 
ホ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

【
３
点
】 

※
「
ホ
」
以
外
は×
。 

        
 



問
四 

ｂ 

空
欄
に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
を
二
度
以
上
用

い
て
は
な
ら
な
い 

【
３
点
】 

  

［
正
解
］ 
イ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

【
３
点
】 

※
「
イ
」
以
外
は×
。 

      
 



問
四 

ｃ 

空
欄
に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
を
二
度
以
上
用

い
て
は
な
ら
な
い 

【
３
点
】 

  

［
正
解
］ 
ニ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

【
３
点
】 

※
「
ニ
」
以
外
は×
。 

          
 



問
五 

Ａ 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

【
４
点
】 

 
 

   

［
傍
線
部
］ 
Ａ
１
も
の
も
Ｂ
３
聞
こ
し
召
さ
ず
、 

 

［
解
答
例
］ 

Ａ
１
食
べ
物
も
Ｂ
３
召
し
上
が
ら
ず
、 

 

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 
 

［
字
数
］ 

 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
も
の
も 

→
 

食
べ
物
も 

 

※ 

Ｂ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
得
点
で
き
る
。 

 

※ 

「
も
の
も
」
の
ま
ま
で
も
よ
い
。
「
食
事
も
・
何
も
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
【
３
点
】
聞
こ
し
召
さ
ず
、 

→
 

召
し
上
が
ら
ず
、 

 

※
「
食
べ
な
い
」
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 

 

※ 

尊
敬
表
現
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
語
尾
が
連
用
形
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
い
な
い
「
食
べ
な
い
」
は×

。 

 

※ 

尊
敬
表
現
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
語
尾
が
連
用
形
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
い
る
「
食
べ
ず
・
食
べ
な
い
で
・
食
べ
な
く
て
」
な

ど
は
【
１
点
】
。 

 

※ 

尊
敬
表
現
に
な
っ
て
い
て
、
語
尾
が
連
用
形
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
い
な
い
「
召
し
上
が
ら
な
い
・
お
召
し
上
が
り
に
な
ら

な
い
・
お
食
べ
に
な
ら
な
い
」
な
ど
は
【
２
点
】
。 

 

※ 

尊
敬
表
現
に
な
っ
て
い
て
、
語
尾
が
連
用
形
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
て
い
る
「
召
し
上
が
ら
ず
・
お
召
し
上
が
り
に
な
ら
な
く

て
・
お
食
べ
に
な
ら
な
い
で
」
な
ど
は
【
３
点
】
。 

     
 



問
五 

Ｂ 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。
た
だ
し
、「
人
」
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
わ
か
る
よ
う
に
訳
せ
。 

【
４
点
】 

   

［
傍
線
部
］ 

Ａ
１
人
を
も
Ｂ
３
え
や
り
た
ま
は
ず
。 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
１
使
い
の
者
も
Ｂ
３
お
や
り
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。 

 
 

［
字
数
］ 

 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
人
を
も 

→
 

使
い
の
者
も 

 

※ 

Ｂ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
得
点
で
き
る
。 

 

※ 

「
使
者
も
・
使
い
も
・
取
り
次
ぐ
人
も
」
な
ど
で
も
よ
い
。
「
も
」
は
「
を
・
は
」
で
も
よ
い
。
「
使
い
・
取
り
次
ぎ
」
の

意
が
な
い
「
人
も
・
従
者
も
・
使
用
人
を
」
な
ど
は×

。 
 

Ｂ
【
３
点
】
え
や
り
た
ま
は
ず
。 

→
 

お
や
り
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

※ 

「
や
る
」
は
「
遣
る
・
送
る
・
向
か
わ
せ
る
・
派
遣
す
る
」
な
ど
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

※ 

「
や
る
＋
不
可
能
＋
尊
敬
」
の
意
が
あ
る
「
お
や
り
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
・
お
や
り
に
な
れ
な
い
・
や
る
こ
と
も
お
で

き
に
な
ら
な
い
・
や
る
こ
と
も
で
き
な
さ
ら
な
い
・
遣
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
な
ど
は
【
３
点
】
。
尊
敬
の
意
は
、
「
お
や
り
に

な
る
」
よ
う
に
「
や
る
」
の
意
に
添
え
ら
れ
て
い
て
も
、
「
お
で
き
に
な
ら
な
い
・
で
き
な
さ
ら
な
い
」
の
よ
う
に
「
で
き
る
」
に

添
え
ら
れ
て
い
て
も
よ
い
。
な
お
、
「
遣
わ
す
」
は
、
「
お
や
り
に
な
る
」
（
＝
「
や
る
」
＋
尊
敬
）
と
同
意
と
考
え
る
。 

 

※ 

尊
敬
の
意
が
な
い
「
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
・
や
れ
な
い
」
（
＝
「
や
る
」
＋
不
可
能
）
は
【
２
点
】
。 

 

※ 

不
可
能
が
単
な
る
打
消
に
な
っ
て
い
る
「
お
や
り
に
な
ら
な
い
・
送
り
な
さ
ら
な
い
」
（
＝
「
や
ら
な
い
」
＋
尊
敬
）
は
【
２

点
】
。 

 

※ 

「
姫
君
の
も
と
へ
」
の
意
の
有
無
は
不
問
。 

    
 



問
五 

Ｃ 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。
た
だ
し
、
誰
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
る
よ
う
に
訳
せ
。 

【
４
点
】 

    

［
傍
線
部
］ 
（
Ａ
１
）
Ｂ
３
ら
う
た
げ
な
り
し
を 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
１
姫
君
が
Ｂ
３
か
わ
い
ら
し
い
様
子
で
あ
っ
た
の
を 

 

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 
 

［
字
数
］ 

 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】（
人
物
補
い
） 

→
 

姫
君
が 

 

※ 

Ｂ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
得
点
で
き
る
。 

 

※ 

人
物
が
「
姫
君
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
「
姫
君
の
・
姫
君
の
様
子
が
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
【
３
点
】
ら
う
た
げ
な
り
し
を 

→
 

か
わ
い
ら
し
い
様
子
で
あ
っ
た
の
を 

 

※ 

「
か
わ
い
ら
し
い
様
子
だ
」
は
「
か
わ
い
ら
し
い
・
か
わ
い
い
・
可
憐
だ
・
い
と
お
し
い
」
等
で
も
よ
い
。
こ
の
意
が
な
い

場
合
は×

。 

 

※ 

「
か
わ
い
い
＋
過
去
＋
を
（
の
を
・
こ
と
を
・
様
子
を
・
姿
を
）
」
と
な
っ
て
い
る
「
か
わ
い
ら
し
い
様
子
で
あ
っ
た
の
を
・

か
わ
い
ら
し
か
っ
た
こ
と
を
」
等
は
【
３
点
】
。 

 

※ 

過
去
が
な
く
、
「
か
わ
い
い
＋
を
（
の
を
・
こ
と
を
・
様
子
を
・
姿
を
）
」
と
な
っ
て
い
る
「
か
わ
い
ら
し
い
様
子
で
あ
る

の
を
・
か
わ
い
ら
し
い
こ
と
を
」
等
は
【
２
点
】
。 

 

※ 

末
尾
が
「
を
（
の
を
・
こ
と
を
・
様
子
を
・
姿
を
）
」
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
「
か
わ
い
い
＋
過
去
」
と
な
っ
て
い
る
「
か

わ
い
ら
し
い
様
子
で
あ
っ
た
・
か
わ
い
ら
し
か
っ
た
」
等
は
【
２
点
】
。 

 

※ 

過
去
が
な
く
、
末
尾
も
「
を
（
の
を
・
こ
と
を
・
様
子
を
・
姿
を
）
」
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
「
か
わ
い
い
」
の
意
が
あ
る

場
合
は
【
１
点
】
。 

    
 



問
六 

傍
線
部
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
を
、
本
文
に
即
し
て
五
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 

【
６
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

夜
昼
嘆
く
。 

 

［
解
答
例
］ 

Ａ
２
少
し
で
も
姫
君
に
伝
言
を
届
け
た
い
、
訪
ね
て
行
き
た
い
と
思
う
が
、
Ｂ
２
両
親
の
監
視
が
厳
し
く
て
、 

Ｃ
２
か
な
え
ら
れ
な
い
か
ら
。 

（
四
八
字
） 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

五
〇
字
以
内
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
２
点
】
少
し
で
も
姫
君
に
伝
言
を
届
け
た
い
、
訪
ね
て
行
き
た
い
と
思
う
が
、 

 

※
「
思
う
」
の
主
体
「
若
小
君
は
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
姫
君
が
恋
し
く
て
・
姫
君
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
」
と
い
っ
た
内
容
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
姫
君
に
伝
言
し
た
い
（
連
絡
し
た
い
）
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。
「
姫
君
の
も
と
へ
行
き
た
い
（
姫
君
に
会
い
た
い
）
」

の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

※ 

対
象
が
「
姫
君
」
で
あ
る
こ
と
は
、
解
答
全
体
か
ら
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。
「
姫
君
」
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
は
Ａ
の
得
点

か
ら
マ
イ
ナ
ス
【
１
点
】
と
す
る
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
両
親
の
監
視
が
厳
し
く
て
、 

 

※
「
監
視
が
厳
し
く
て
」
は
「
厳
し
く
て
・
外
出
が
禁
じ
ら
れ
て
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

※
「
両
親
」
は
「
親
・
父
母
・
周
囲
」
な
ど
で
も
よ
い
。
こ
れ
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

Ｃ
【
２
点
】
か
な
え
ら
れ
な
い
か
ら
。 

 

※ 

Ａ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
得
点
で
き
る
。 

 

※
「
で
き
な
い
か
ら
・
難
し
い
か
ら
・
出
か
け
ら
れ
な
い
か
ら
・
ど
う
に
も
な
ら
な
い
か
ら
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

      
 



問
七 

傍
線
部
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
四
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 

【
６
点
】 

 
［
傍
線
部
］ 

け
し
き
と
り
て
問
ひ
た
ま
ふ 

 

［
解
答
例
］ 

Ａ
１
若
小
君
の
Ｂ
２
思
い
悩
む
様
子
を
見
て
取
っ
た
Ｃ
１
父
や
兄
が
、
（
Ａ
）
若
小
君
に
Ｄ
２
事
情
を
尋
ね
た
、

と
い
う
こ
と
。 

（
三
八
字
） 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

四
〇
字
以
内
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
若
小
君
の 

〜 
若
小
君
に 

 

※ 

Ｂ
も
Ｄ
も
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
得
点
で
き
る
。 

 

※ 

Ｂ
の
「
悩
む
（
物
思
い
に
耽
る
）
」
の
主
体
、
も
し
く
は
Ｃ
の
「
尋
ね
た
（
聞
い
た
・
質
問
し
た
）
」
の
対
象
が
「
若
小
君
」

と
な
っ
て
い
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
思
い
悩
む
様
子
を
見
て
取
っ
た 

 

※ 

「
悩
む
（
物
思
い
に
耽
る
）
の
を
見
て
（
気
づ
い
て
・
察
し
て
・
心
配
し
て
・
気
に
と
め
て
・
気
に
し
て
）
」
の
意
が
あ
れ

ば
【
２
点
】
。 

 

※ 

「
悩
む
」
の
内
容
が
「
姫
君
に
連
絡
を
と
り
た
が
っ
て
い
る
・
恋
に
悩
ん
で
い
る
・
姫
君
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
」
な
ど
具

体
的
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
１
点
】
。 

 
 
 

（
こ
こ
で
は
、
若
小
君
が
何
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
か
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
父
や
兄
は
事
情
を
尋
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
） 

 

Ｃ
【
１
点
】
父
や
兄
が
、 

 

※ 

Ｂ
も
Ｄ
も
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
得
点
で
き
る
。 

 

※ 

Ｂ
の
「
見
て
取
っ
た
（
見
た
・
気
づ
い
た
・
察
し
た
・
心
配
し
た
・
気
に
と
め
た
・
気
に
し
た
）
」
の
主
体
、
も
し
く
は
、

Ｄ
の
「
尋
ね
た
（
聞
い
た
・
質
問
し
た
）
」
の
主
体
が
「
父
と
兄
」
と
な
っ
て
い
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

※ 

「
父
」
は
「
親
・
父
親
」
で
も
よ
い
。 

 

※ 

「
父
」
か
「
兄
」
の
ど
ち
ら
か
が
欠
け
て
い
る
場
合
は×

。 

 

Ｄ
【
２
点
】
事
情
を
尋
ね
た
、
と
い
う
こ
と
。 

 

※ 

「
事
情
（
様
子
・
わ
け
・
ど
う
し
た
の
か
）
を
尋
ね
た
（
聞
い
た
・
質
問
し
た
）
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。
「
問
題
に

し
た
」
は×

。 

 
 
 

「
事
情
（
様
子
・
わ
け
・
ど
う
し
た
の
か
）
を
」
が
不
明
な
、
単
な
る
「
聞
い
た
・
質
問
し
た
」
等
は
【
１
点
】
。 

    
 



問
八 

『
う
つ
ほ
物
語
』
は
平
安
時
代
中
期
に
成
立
し
た
長
編
物
語
で
、『
源
氏
物
語
』
の
成
立
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
作
品
で
あ

る
。
次
の
中
か
ら
『
う
つ
ほ
物
語
』
と
同
様
に
『
源
氏
物
語
』
以
前
に
成
立
し
た
物
語
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。【
２
点
】 

  

［
正
解
］ 
ロ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

【
３
点
】 

※
「
ロ
」
以
外
は×
。 

   



 1 

２
０
２
２
年
度
（
５
月
実
施
） 

第
１
回 

有
名
大
模
試 

 

「
説
苑
」
君
道 

四
（
漢
文
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

 

問
一 

各
２
点 

 

＝
８
点 

 

解 

答 
 

ａ
＝
う
れ
へ
（
え
） 

ｂ
＝
す
な
は
（
わ
）
ち 

ｃ
＝
そ
の 

 

ｄ
＝
な
ん
す
れ
ぞ 

 

採
点
基
準 

採
点
基
準 
＊
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
現
代
仮
名
遣
い
が
混
ざ
っ
て
い
る
場
合
は
、 

ど
ち
ら
か
に
統
一
す
る
よ
う
に
注
意
を
促
し
て
く
だ
さ
い
。 

例 

ａ
「
う
れ
へ
」
ｂ
「
す
な
わ
ち
」 

 

歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
し
よ
う
。「
す
な
は
ち
」 

ａ
「
う
れ
え
」
ｂ
「
す
な
は
ち
」 

 

現
代
仮
名
遣
い
に
統
一
し
よ
う
。「
す
な
わ
ち
」 

 

 

問
二 

５
点 

【
解
答
通
り
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解 

答 
 

ロ 

 

  

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 



 2 

問
三 

（ⅰ

）
３
点×

２
＝
６
点 

（ⅱ

）
５
点 

 

合
計
11
点 

【
解
答
通
り
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

解 

答 
（ⅰ

）
甲
＝
ヲ
シ
テ 

 

乙
＝
ハ 

  
 

 
 

採
点
基
準 
ひ
ら
が
な
の
場
合
は
各
１
点
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（ 
ⅱ

） 
イ 

 
 
 
 

  問
四 

 

５
点 

 
 

【
解
答
通
り
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解 

答 
 

ハ  
 
 
 

 

 
 
 

  
 



 3 

問
五 

 

６
点 

難
関
大
は
７
点 

 
 
 
 

ａ
１
点 

ｂ
１
点 

 
 

ｃ
２
点 

 

ｄ
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解 

答 

例 
 

今
に
も 

自
分
自
身
を 

犠
牲
に
し
て 

神
に
祈
ろ
う
と
し
た
。 

 
 
 
 

採
点
基
準 

＊
ａ
「
今
に
も
」
は
「
ま
さ
に
」「
ち
ょ
う
ど
」
な
ど
も
可
。 

＊
ｄ
「
神
に
祈
ろ
う
と
し
た
」
の
中
身
「
王
の
身
代
わ
り
に
な
る
」
な
ど
は
不
要
。 

 
 

「
神
に
」
は
な
く
と
も
可
。 

 
 
 
 
 
 

＊
ｃ
「
犠
牲
に
し
て
」
が
な
い
場
合
は
、「
王
の
身
代
わ
り
」
な
ど
に
２
点
。 

 
 
 
 
 
 

＊
「
わ
ざ
わ
い
」
の
漢
字
は
、「
災
い
」「
禍
」。「
禍
」
は
示
偏
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

     
 



 4 

問
六 

（ⅰ

）
＝
３
点
・（ⅱ

）
＝
６
点 

 

合
計
９
点 

 

 

解 
答 
（ⅰ

）
ニ 

【
解
答
通
り
】 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ａ
２
点 

 

解 

答 

例 

（ⅱ

）
楚
の
国
に 

自
分
（
私
）
が
い
る
の
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ
２
点 

 
 

ｃ
２
点 

ち
ょ
う
ど 
人
間
の
身
体
に
胸
や
脇
が
あ
る 

よ
う
な
も
の
だ
。 

 
 

採
点
基
準 

＊
ａ
「
楚
の
国
」
は
「
国
」
だ
け
で
も
可
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
自
分
」「
私
」
で
な
く
、「
楚
王
」
と
す
る
も
の
は
１
点
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
君
主
」「
主
君
」
が
い
る
と
す
る
も
の
は
１
点
。 

＊
ｂ
「
ち
ょ
う
ど
」「
あ
た
か
も
」
な
ど
は
な
く
と
も 

「
よ
う
な
な
も
の
だ
」「
の
と
同
じ
で
あ
る
」
が
あ
れ
ば
可
。 

 
 
 
 
 
 

＊
ｃ
「
身
体
」
は
「
体
」「
身
」
も
、「
胸
や
脇
」
は
「
胸
」
だ
け
で
も
可
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
人
間
の
」
は
な
く
と
も
可
。 

    

問
七 

 

６
点 

 
 

【
解
答
通
り
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解 

答 
 

ハ 

 

 

以
上 
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